
近年、メバロン酸経路に関わる酵素をコードする遺伝

子の生殖細胞系列変異に加えて、表皮角化細胞にお

ける体細胞セカンドヒットによって汗孔角化症が多発

することが明らかとなった。一方、表皮水疱症をはじめ

とする遺伝性皮膚疾患では、体細胞レベルで遺伝子

異常が自然に修復されることで、一部の皮膚に正常様

皮膚（復帰変異モザイク）が生じることが知られている。

これらはいずれも、表皮細胞に生じる体細胞変異が疾

患の発症あるいは自然修復に働く現象である。本講演

では、体細胞変異がもたらす病的変化と自然修復機構

について、汗孔角化症と表皮水疱症を例にお話しする。

新潟大学皮膚科特別セミナー
日時：2026年3月11日（水）18：00～

＊Zoomにて開催します。
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